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私たちが取り組んでいます！

山下匡（代表者）

めざすこと（研究目的）

イヌのがんとヒトのがんの相同性をあきらかにする
やること（研究方法）

イヌとヒトのがんで発現する遺伝子を
ざっくり比較解析する

わかること・できること（成果）

• イヌのがん治療が進化させる

こんなふうに研究しています！ キーワード解説

比較腫瘍学：
動物とヒトの腫瘍について研究する学問
近年、ヒトとイヌの腫瘍が、区別できないぐらい似て
いることなどが分かってきた。

核酸を抽出しているところイヌの悪性黒色腫

• 予後予測
• 転移・ 再発
• 薬効予測
• 標的遺伝子

テーラーメ イド
がん治療の適用標準治療
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